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業績予想と実績との差異および業績予想の修正に関するお知らせ 

 

2023 年５月 10 日に公表いたしました2024 年３月期（2023 年４月１日～2024 年３月 31 日）の第２四半

期連結累計期間の業績予想と実績に差異が生じましたのでお知らせいたしますとともに、同期間の実績の

反映および最近の業績の動向を踏まえ、通期業績予想を修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 
１．連結業績予想数値と実績値との差異について                       

(1) 2024 年３月期第２四半期連結累計期間（2023 年４月１日～2023 年９月 30 日） 

        （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に
帰属する 

四半期純利益 

１株当たり
四半期 
純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 7,500 200 210 130 26 円 71 銭

実      績 （ Ｂ ） 6,842 39 34 15 3 円 08 銭

増  減  額（Ｂ－Ａ） △657 △160 △175 △114 ― 

増  減  率 （％） △8.8 △80.1 △83.6 △88.5 ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2023 年３月期第２四半期） 
7,270 194 220 139 28 円 60 銭

 

 (2) 差異の理由 

    売上高につきましては、店舗販売事業は人流の回復およびおかし館効果により概ね予想通りと

なった一方、通信販売事業については、物価高による実質賃金の低下といった外部環境の変化の

中で、商品の価値を魅力的かつ効果的に表現することが十分にできなかったことも影響し受注件

数が予想に届かず、当初計画を下回る結果となりました。 
    利益面におきましては、販管費の削減は図れたものの通信販売事業の減収が大きく影響した結

果、営業利益・経常利益・親会社株主に帰属する四半期純利益において計画を下回る水準となり

差異が発生しました。 

 

 



 

２．通期連結業績予想数値の修正について                        

（1）2024 年３月期通期連結業績予想（2023 年４月１日～2024 年３月 31 日） 

                   （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に
帰属する 
当期純利益 

１株当たり
当期純利益

前 回 発 表 予 想（Ａ） 14,900 400 420 260 53 円 42 銭

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 13,900 160 150 100 20 円 54 銭

増  減  額（Ｂ－Ａ） △1,000 △240 △270 △160 ― 

増  減  率  （％） △6.7 △60.0 △64.3 △61.5 ― 

（ご参考）前 期 実 績 

（2023 年３月期） 
14,288 155 188 111 22 円 94 銭

 

（2） 修正の理由 

     通期連結業績予想につきましては、当第２四半期連結累計期間における実績および下期

（2023 年 10 月１日～2024 年３月 31 日）予想を考慮し、上記の通り修正いたします。 

     店舗販売事業は引き続き堅調に推移し当初計画通りと予想する一方、通信販売事業について

は、第３四半期以降も厳しい経営環境が続くと予想し、受注件数を当初計画値から下方修正し

た結果、全社売上高は当初予想を下回る見通しであります。 
     利益面につきましては、経費管理を徹底し一層の販管費削減に取り組みますが、通信販売事

業の売上高が当初計画を下回る予想であることより、前回発表予想を下回る営業利益・経常利

益・親会社株主に帰属する当期純利益となる見通しであります。 
 

 

（注） 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

 

                                                             以 上 

 


